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日本昆 虫学会年譜　第 3 部 （ig68 〜 1977）

　H 本昆虫学会年譜第1 お よび第 2 部 （19正7〜1967）は 創立 50周年記念号 （本誌第 35巻 ，
323〜

327 頁，1967） に 編集され て い る の で ， そ の 後の 10年間を こ こ に 要約して お く，

1968 （昭和 43年） 会長安松京三 ， 翻会長朝比奈正 二 郎 （公選）・ 渡辺 千尚 （委嘱）； 昆蟲第 36巻発

　行 ； 会員数 1，015； 会費 ！，500円．

　第 28 回 大会 （北海這，9 月 28〜29 日，132名参加｝； 伊東広雄元会長名誉会員に 推薦され る．

　国際昆曳学会議常任委員に安松会長就任 （八 木誠政 の 後任）．

　名誉会員鏑木外岐雄 ， 餌藤盛次 ， 竹内古蔵 ， 春川忠吉死去．

1969 （昭ge　44 年） 会長渡辺 千尚 ， 副会長 岡 田 豊 日 （公 選）
・近本英哉 （委嘱）；昆蟲第37 巻発行 ；

　会員数 1，064．

　第 7 回評議員改選 （関東地区 2 名増，九粥地区 1名増 ， 計 32名 ， 任期 4 年 ；罫卿工　茂 ， 朝比奈正

　二 郎， 中条遵夫 ， 深谷昌次 ， 長谷川　仁 ， 日高敏隆 ， 平嶋義宏 ， 井上　寛 ， 石原　保 ， 伊藤修四

　郎，弥富喜 三 ， 清久正夫 ， 小山 長 雄，黒佐和義，黒沢良彦 ， 宮　慶
一

良】1， 宮本正
一

， 野村健一
，

　緒 方正美，岡 田豊 β，奥谷禎一一一
， 坂上昭

一
， 沢 田玄正 ，柴田喜久雄，白水　隆，津 田 松苗，内田

　一
， 内田俊郎， 渡辺千尚， 山下善平，安江安宣 ， 安松京三三）．

　第 29 回大会 （中国 ，
10 月 1〜2 日，176名参加）； 会則検討委員会発足 ， 自然保護委員会再発足．

1970 （昭和 45 年）　会長及び 公選 副 会長 不 変，委嘱副会長 安松京 三 ； 昆蟲第 38 巻発行 ； 会員数

　 1，149．

　第 30 回大会 （九州，
10 月 5〜7 日，200余名参加）； 役員の 任期及 び選出方法 の 改窪E， 編集委員

　会設置 の 議決 ； 自然保護 に 関 す る声 明 書 の 公表 （会誌 38 巻 ， 401頁｝．

　名誉会員素木得一
， 矢野宗幹死去．

1971 （昭和 46年） 会長朝比奈正 二 郎 ， 副会長 日高敏隆 （会長指名）・伊藤修四郎 （委嘱）；昆蟲第

　39 巻発行 ；会員数 1，t43； 会費 2，000 円．

　第 31 回大会 （近畿，ll 月 13〜15　EI，230 名参加｝．

1972 （昭 和 47年）　会長 お よ び指名副会長は 不 変 ， 委嘱副会長石原　保 ； 昆蟲第40 巻発行 ； 会員

　数 1，186．

　第 32回大会 （四国 ，
10 月 24〜26B

，
250余名参加）； 会則並び に 会長及び評議員選挙細則 の 可

　汐ξ　（会誌 4  巻，　309〜313 頁）．

1973 （昭和 48 年〉 会長 日 1｝
’
微 隆，副 会 長 正 木進三 （任期 2年〉；昆 蟲 第 41 巻発行 ； 会員数 1，193；

　会費 3，000円．

　評 議員改選 （近畿地区 1 名減 ， 計 31 名，任期 2年 ， 阿江　茂 ， 安癈　裕 ， 朝比奈正二 郎 ， 馬場

　金太郎 ， 福島正 三 ，長谷川　仁 ， 平嶋義宏 ， 日浦　勇，井 上　霓，石 原　保，伊藤修四 郎，加納

　六 郎 ， 清久正 夫，黒佐和義，黒沢良彦 ， 正木進 三 ， 松沢　寛， 宮　慶
一郎， 野村健一

， 岡 田豊 日，

　興谷禎
一

， 三 枝豊乎 ， 坂 上 昭
一

， 沢 田玄正 ，白水　隆 ， 高橋史樹 ， 渡辺千尚 ， 安江安宣 ， 安富和

　男 ， 山下善平 ， 湯」［1淳一
）．

　会費及 び 会誌発送事務を 日本学会事務セ ソ ターに委託，

　第 33 回穴 会 （信越 ， 大会長 小山 長 雄，7 月 28〜29 日）； 学会基金設 立 の 可決 ， 昆虫の 乱獲 や 売買
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　 な どの 不祥事 に 対す る声明公喪．

　名誉会員大町文衛死去．

1974 （昭pa　49年） 昆蟲第 42 巻発行 ；会員数 1
，078．

　第 34回 大会 （東北 ， 大会長 TF．木進三 ，11月 27〜28 日）； 桑 山　覚 氏 を 名誉会員に 推薦．

　内田登
一

元会長死去．

1975 （昭和 50庫｝　会長正木進三，副会長梅谷献二 （任期2 年）；昆蟲第 43巻発行 ； 会員数 1，147．

　評議員改選 （朝比奈正 二 郎 ， 馬場 金太郎，福 田 晴夫 ， 林 長閖， 久松定成， 日浦 勇， 石川良輔，

　伊藤嘉昭 ， 兼久勝夫 ， 加納六 郎 ， 河合　孝 ， 小山長雄，黒子　漕 ， 村上陽三 ， 中島敏夫 ， 問野磨

　瑳郎 ， 三 枝豊平，斉藤和夫，斉藤哲夫，笹燭満廣 ， 佐藤正孝 ， 杉　繁郎，立 川 哲三 郎， 高木貞夫 ，

　高橋史樹 ， 田 中 正，上野俊
一，梅谷献 二 ， 渡辺泰明 ， 安富和男， 吉田正義）．

　第 35 回大会 （関東，大会長野村健
一

，
9 月 25〜26 日 ，

284 名参加）； 徳永雅明 ・村山醸造両氏を

　名誉会員に 推薦．

　名誹会員伊東広雄死去．

1976 （昭和 51 年） 昆蟲第 44巻発行 ： 会員数 正，146； 会費 5，000円，

　第36 回 大会 （東海，大会長斉藤哲夫 ，
le月 2〜3 臼 ，

300余名参加）； 選挙細測 の 一部改正 ， 学

　会基金 に よ る 出版費及び 国際昆虫学会議出席旅費の 補助に つ い て の 申 し合せ 可決 （会誌 44巻 T

　572 頁）．名誉会員 C ．　P．　CLAUSEN，村 【．U醸造死去．

1977 （昭和 52 年） 会長石井象二 郎 ， 副会長斉藤哲夫 （任期 2 年）；昆蟲第 45 巻発行 ；会員数 工
，
195

　（7 月末現在》．

　評議員改選 （長谷川　仁，林　長閑，樋熊清治，久松定成，今立 源太 良，非圭 　寛 ， 石 原　保，

　伊藤嘉昭 ， 河合　孝 ， 北野 日出男，小山長雄 ， 倉橋　弘，粟 原守久 ， 黒佐和義 ， 正木進三 ， 中島

　敏九 中西明徳 ， 奥谷禎
一・

， 斉藤哲夫 ， 笹川満廣 ， 佐藤正 孝，沢 田玄正 ， 杉　繁郎， 鈴木芳人，

　田中　正 ， 梅谷献二 ， 山下善平 ， ；生1崎柄根 ， 安江安宣，保 田 淑郎，湯川淳 → ．

　第 37回 大会 （北海道 ， 大会長中島敏夫 ，
8 月 31 日〜9 月 1 日）；

一
色朋知 ， 渋谷rE健，河 閊　党

　の 3氏 を 名営会員 に 推薦，

　名誉会員岡崎常太郎死去，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〈笹 川 満廣記）
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